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発表演題名 重症心身障害児（者）施設における呼吸器感染症のウイルス検索 

発表雑誌名 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研事業）

「重症呼吸器ウイルス感染症のサーベイランス・病態解明および制御に関す

る研究」平成 23年度 総括・分担研究報告書 
発表者名 中村雅子（保健衛生部）他 

発表日時 平成２４年 ３月 

発表内容 国内の重症心身障害児（者）施設において 2011 年に発生した呼吸器感染
症 6事例の原因ウイルス検索を試みた。 
その結果、2事例からヒトメタニューモウイルス（HMPV）が計 14株、1
事例からヒトライノウイルス（HRV）が計 5株検出され、施設で発生する呼
吸器感染症にこれらのウイルスが関与していることが明らかになった。 
検出された HMPVは 13 株が genotypeA2、1 株が genotypeB2 に分類さ

れた。これまで当該施設では呼吸器感染症事例から HMPV A2と B2が検出
されており、今回検出された HMPV も同型であった。集団生活施設での
HMPVの流行はこれまでにもいくつか報告されているが、その多くは春季か
ら初夏に発生しているのに対し、本事例は晩夏から初秋の発生であった。地

域流行にも注意が必要と思われる。 
検出された HRVは 4株が HRV43型、1株が HRV 64型に分類された。遺伝
子検出および解析法を２つの領域（VP-1 および VP4/VP2領域）で比較した
結果、いずれの領域でもほぼ同等の結果が得られた。HRVは小児、成人の感
染喘息に強く関与するウイルスとして近年注目されており、集団内での HRV
動態に関して継続精査が必要と考える。 
 
 

 
 


